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はじめに
中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「次期学習指導要領等
に向けたこれまでの審議のまとめ」（2016年月26日）（以下、「審議のま
とめ」と略記）では、「社会に開かれた教育課程」の理念のもと、子供た
ちが未来の創り手となるために求められる資質・能力を育んでいくために
は、子供たちが「何ができるようになるか」「何を学ぶか」「どのように学
ぶか」などに関わる事項を各学校が（「カリキュラム・マネジメント」を
通じて）組み立て、家庭・地域と連携・協働しながら実施し、目の前の子
供たちの姿を踏まえながら不断の見直しを図ることが求められるとしてい
る()。
このように、次期学習指導要領の改訂に向けた議論では、各学校におけ
る「カリキュラム・マネジメント」の確立が重要視されている。また、こ
の「審議のまとめ」では、カリキュラム・マネジメントについては、校長
又は園長を中心としつつ、教科等の縦割りや学年を越えて、学校全体で取
り組んでいくことができるよう、学校の組織や経営の見直しを図る必要が
あるとしている()。さらに、そのためには、管理職のみならず全ての教
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職員がその必要性を理解し、日々の授業等についても、教育課程全体の中
での位置付けを意識しながら取り組む必要があるとしている()。
以上より、カリキュラム・マネジメントを確立し、学校全体として取り
組んでいくためには、まず、全ての教職員が日々関わる授業設計をカリキ
ュラム・マネジメントに基づいて地道に行っていくことが重要となる。
そこで、本研究は、全ての教職員がカリキュラム・マネジメントを意識
しながら、日々の授業実践に取り組むための授業設計の在り方について追
究する。このカリキュラム・マネジメントを日々の授業レベルまで落とし
込んで論じた先行研究として、天笠茂の論考が注目に値する。天笠は、管
理職から若手教員までカリキュラム・マネジメントの共有化をはかるため
の校内の基盤づくりの一環として、校内での授業研究などを通しての授業
をとらえる視点として、①「本時を中心に授業をとらえる視点」、②「単
元で授業をとらえる視点」、③「教育課程（カリキュラム）で授業をとら
える視点」のつの視点を備えることが重要であるとしている()。本研
究では、この天笠の授業をとらえるつの視点をベースにしながら、カリ
キュラム・マネジメントに基づいた具体的な授業設計の在り方について考
察することにした。
 カリキュラム・マネジメントに関する先行研究
カリキュラム・マネジメントに関する先行研究を概観すると、次のつ
のレベルの視点に分類することができる。すなわち、①「学校全体レベル
の視点」、②「年間指導計画・単元計画レベルの視点」、③「授業研究会
（研修会）レベルの視点」、④「授業設計レベルの視点」のつである。
ここでは、カリキュラム・マネジメントに関する先行研究の概要につい
て、これらのつのレベルの視点からそれぞれ述べていくことにする。ま
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た、先行研究では、「カリキュラム・マネジメント」、または「カリキュラ
ムマネジメント」のどちらかが使用されている。両者は同義であるが、特
にここでは統一した表記にはせずに、引用元の表記を優先させながら、両
者を併用することとする。
（）学校全体レベルの視点
カリキュラム・マネジメントについては、早くからその重要性が指摘さ
れている。代表的な先行研究として、中留武昭、先述の天笠、田村知子、
村川雅弘の論考が注目に値する。
最初に、中留の論考について述べる。「カリキュラムマネジメント」と
いう用語を研究上初めて打ち出した中留によれば、1998年の教育課程審議
会答申（「教育課程基準の大綱化・弾力化」）からは、教育課程の内容上で
の大綱化と方法上での弾力化とが、同年の中央教育審議会答申（「これか
らの地方教育行政の在り方について」）からは、学校の自主性・自律性
（裁量の拡大）の確立が、同時的に要請され、その接点に「カリキュラム
マネジメント」の生成を位置付けたとしている(	)。
また、中留は、カリキュラムマネジメントとは、「学校の教育目標を実
現するために、教育活動（カリキュラム）の内容、方法上の連関性とそれ
を支える条件整備活動（マネジメント）としての協働性とを結ぶ対応関係
を、組織体制と組織文化を媒介としながら、PDCA サイクルを通して、
組織的、戦略的に動態化させる営み」(
)であるとしている。
次に、天笠の論考について述べる。天笠によれば、カリキュラム・マネ
ジメントとは、「各学校において、総合的な教育計画である教育課程を核
にして、各教科等の教育内容の組織化などを図り、経営資源の投入や協働
を促すなど諸条件の効果的な活用を通して、学校教育目標の実現をめざす
営み」()であるとしている。さらに天笠は、カリキュラム・マネジメン
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トは、その意味で、「ある学校種に限定された特定の発想や手法ではなく、
幼稚園から大学に至るまで学校種を越えてすべての学校に共通する取組み
として存在する」()としている。
続いて、田村の論考について述べる。田村によれば、カリキュラムマネ
ジメントとは、「各学校が教育の主体者として、法令や学習指導要領を踏
まえ、児童生徒や学校の実態に即して、カリキュラムをつくり、動かし、
変えていく営み」()であるとしている。さらに田村は、カリキュラムマ
ネジメントは、多様な要素要因が複雑に関連し合って全体を形成している
として、その全体像および要素間の関連をとらえた、カリキュラムマネジ
メント・モデルを開発している(10)。各要素として、「教育目標」「カリキ
ュラムの PDCA」「組織構造（人、物、財、組織と運営、時間、情報な
ど）」「組織文化（広義）（カリキュラム文化、組織文化（狭義）、個人的価
値観）」「リーダーシップ」「家庭・地域社会等」「教育課程行政」などがあ
る(11)。
最後に、村川の論考について述べる。村川は、カリキュラムマネジメン
トは、「地域や子ども、学校の実態や特性を踏まえ、目標とその実現のた
めの具体的な教育活動を計画・実施する。限られた物的・人的資源を活用
し、最大限の教育効果を上げる。授業の見直し・検討を図りながら形成的
に教育活動の評価・改善を図る」(12)ととらえるとしている。
また、それを実現するためのカリキュラムマネジメントの手順および構
成要素として、次の点を指摘している。すなわち、①子どもや地域等の
実態把握に基づく学校教育目標の設定と共通理解、②教育活動の内容や方
法についての基本的な理念や方針の設定、③各教科および領域等の教育活
動の目標や内容、方法の具体化、④日々の教育活動と経営活動にかかわる
形成的および総括的な評価・改善、⑤指導体制と運営体制、学習環境と研
修環境、経費や時間などの工夫・改善、⑥教職員の力量向上や職能開発、
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意識改革のための校内研修、⑦家庭・地域との連携・協力および外部機関
との連携・協力、⑧管理職のリーダーシップと中堅層のカリキュラムリー
ダーシップの点である(13)。
以上のように中留、天笠、田村、村川の論考は、学校を組織として、さ
らに学校を俯瞰して見ながら、カリキュラム・マネジメントをとらえてい
る点が特徴的である。
（）年間指導計画・単元計画レベルの視点
カリキュラム・マネジメントに基づいた年間指導計画・単元計画を効果
的に進めていくための強力なツールとして、新潟県上越市教育委員会が中
心となって市内の全小中学校に作成を推進する、全教科・領域の教育活動
を一覧にした「視覚的カリキュラム表」がある。この作成方法は、教育委
員会がカリキュラムをつくる手順やツールを決め、他は市内の各小中学校
の独自性に任せるという形となっている。各学校は、年度初めまでに、
「視覚的カリキュラム表」を作成し、	月に全学年分を教育委員会に提出
することとなっている(14)。
「視覚的カリキュラム表」の横軸は、月から月までの時間軸で、始
業式や運動会などの行事を書き込み、縦軸は、教科・領域軸で、一段につ
き一教科・領域に区切られ、それぞれ内容と時数を単元ごと挿入すること
となっている。「視覚的カリキュラム表」のメリットとして、学校課題や
重点目標の意識化がはかれること、カリキュラムを俯瞰的に見ることで、
教科・領域を横断した指導がやりやすくなり、効果的に行うことができる
こと、カリキュラム表づくりは必然的に他の教員との共同作業となり、教
員の参画意識の向上や協働性の醸成につながることなどが指摘されてい
る(15)。
この「視覚的カリキュラム表」のノウハウは、他の学校においてもカリ
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キュラム・マネジメントに基づいた年間指導計画・単元計画を検討してい
く上で、大いに参考になる。
（）授業研究会（研修会）レベルの視点
カリキュラム・マネジメントに基づいた授業研究の在り方として、後藤
顕一・松原憲治の論考がある。後藤・松原は、先の田村のカリキュラムマ
ネジメント・モデルを参考にしながら、子供たちに求められる資質・能力
を育成する観点で必要となる主体的・協働的な学びに向けた、カリキュラ
ムマネジメントに基づいた理科授業研究モデルを開発した(16)。この理科
授業研究モデルは、子供の学びと教師の指導のつに視点を置きながら、
授業研究における PDCA を通して、授業実践や学習評価につなげ、検
証・修正を重ね、改善を図り、次の学びや指導につなげ続けていく仕組み
となっている(17)。理科の授業研究だけでなく、他教科・領域の授業研究
モデルとしても応用が期待できる。
また、カリキュラム・マネジメントに基づいた校内研修の在り方として、
村川の論考がある。村川は、学校全体を一つの生命体ととらえたとき、自
校のどこが強みでどこが弱みなのか、校内研修においてどの部分（要素）
を改善していけばよいのかを意図して研修を計画・実施することは、効果
を上げる上で重要であるとし、そのための校内研修の方法として、ワーク
ショップ型の研修を奨励している(18)。その理由として、村川は、ワーク
ショップ型の研修は経験年数や立場、専門性にかかわらず、各々が意見や
アイディアを出しやすく、その成果を形に残したり、伝えたりすることが
容易に行われやすいからであるとしている(19)。
同様に、カリキュラム・マネジメントに基づいた校内研修の在り方とし
て、宮下治の論考がある。宮下は、校内授業研修会をどのようにカリキュ
ラムマネジメントしていけばよいかという課題意識に立ちながら、中学校
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校内理科授業研修会の場を例に、概念化シートを用いたワークショップ型
による研修が、参加した教員一人一人の授業力の向上に対してどのように
効果をもたらしているのかなどについて、実践を通して検証を行った(20)。
結果として、宮下は、概念化シートを用いたワークショップ型による研修
は、いずれの年代の教員も数多く発言をするとともに、授業改善について
主体的に意見を表出することができるなど、教員一人一人の授業力の向上
につながっていることを明らかにした(21)。
従来型の研究会（研修会）では、影響力のある教職員の発言が会の展開
を左右させたり、あるいは、一度も発言する機会が得られない教職員が出
たりすることが起こりがちであるが、このようなワークショップ型の研究
会（研修会）では、全員参加のもと、教職員の経験年数等に関係なく、協
働的に会を進行することが可能となる。
（）授業設計レベルの視点
カリキュラム・マネジメントに基づいた授業設計に関する先行研究とし
て、先述の天笠の論考がある。天笠は、授業をとらえる視点として、下記
のつの視点を備えることが重要であることを具体的に指摘している。
第に、「本時を中心に授業をとらえる視点」である。導入に始ま
る授業の過程をどう設計するか、時間配分をどうするか、いかなる教
材を準備するか、発問についての工夫は、板書の仕方をはじめ学習形
態への目配せ、何よりも個にどう応じるか、学習評価について等々、
時間の授業を展開するにあたって、おさえねばならない要素は多岐
にわたる。
第に、「単元で授業をとらえる視点」である。時間配分をどうす
るか。各時間の相互の関係をどうするか。各教科等の年間指導計画と
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の関係において単元の配列をどうするか。学習評価の観点の配分は。
教科等の枠を越えた単元間の関連はどうか、など、単元設計を通して
授業のあり方をとらえ、その在り方を探究することになる。
第に、「教育課程（カリキュラム）で授業をとらえる視点」であ
る。本時の授業や設計した単元が教育課程全体の中でどう位置付くか。
教科等間の相互の関係、学校の教育目標の関係、授業時間や週時程の
在り方、など、経営資源の効果的な投入など、学校全体のなかで授業
の位置付けをとらえ、その在り方を探ることである(22)。
さらに、天笠は、上記のつの視点をもって授業を見つめ、それぞれの
在り方を探究するとともに、この三者の間を往還させ、相互の関連を常に
問い続けて組織文化の形成をはかる営みがカリキュラム・マネジメントの
円滑な導入と展開にあたって重要であるとしている(23)。
このように天笠の論考は、時間の授業の目標を達成させるための授業
設計の視点にとどまらず、単元全体やカリキュラム全体から時間の授業
設計についてとらえようとしている点に大きな特徴がある。つまり、先の
つのレベル（学校全体レベル、年間指導計画・単元計画レベル、授業研
究会レベル）の視点を同時にもち、さらにそれらを総合した視点で、時
間の授業設計をとらえようとしている。
 カリキュラム・マネジメントに基づいた授業設計の重要性
前章では、カリキュラム・マネジメントに関する先行研究をつのレベ
ルの視点に分類し、それぞれの概要について述べてきた。すなわち、①
「学校全体レベルの視点」、②「年間指導計画・単元計画レベルの視点」、
③「授業研究会（研修会）レベルの視点」、④「授業設計レベルの視点」
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のつのレベルの視点である。これらの視点は、カリキュラム・マネジ
メントを展開していく上で、いずれも重要な視点である。
具体的には、①「学校全体レベルの視点」は、学校教育目標（目指す子
ども像）の達成に向けた、全ての教職員による協働を促していく上で重要
となる。②「年間指導計画・単元計画レベルの視点」は、各教科・領域の
個々にとどまった狭い視点から、単元間のつながりや教科横断的な広い視
点でカリキュラム全体をとらえることを教職員に促していくことが可能と
なる。③「授業研究会（研修会）レベルの視点」は、「授業」を基にした
教職員の協働の学びの場を提供し、個々の授業力の向上を促しながら、そ
の学校の「学校力」の向上をはかっていく上で重要となる。④「授業設計
レベルの視点」は、全ての教職員が日々かかわるものであり、カリキュラ
ム・マネジメントを学校全体として取り組んでいく上で重要となる。
筆者は、これらのつのレベルの視点の中で、④「授業設計レベルの視
点」が、特に重要であると考える。なぜなら、全ての教職員が日々かかわ
る時間の「授業」は、学校の教育活動全体の「中核」を成すものであり、
そのための準備となる④「授業設計レベルの視点」は、①「学校全体レベ
ルの視点」、②「年間指導計画・単元計画レベルの視点」、③「授業研究会
（研修会）レベルの視点」の重要な「基盤」となるからである。
次章では、この④「授業設計レベルの視点」を中心に取り上げ、カリキ
ュラム・マネジメントに基づいた授業設計の在り方について述べていくこ
とにする。
 カリキュラム・マネジメントに基づいた授業設計の具体化
ここでは、天笠の論考を基にしながら、筆者が特に重要と考える④「授
業設計レベルの視点」の具体化について詳述する。天笠は、授業をとらえ
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るつの視点として、①「本時を中心に授業をとらえる視点」、②「単元
で授業をとらえる視点」、③「教育課程（カリキュラム）で授業をとらえ
る視点」を指摘した。さらに、つの視点の間を往還させ、相互の関連を
常に問い続けていくことの重要性も指摘した。これらのことを踏まえた授
業設計の在り方が必要となる。
そこで、全ての教職員が共通基盤に立ちながら、学校全体としてカリキ
ュラム・マネジメントに基づいた授業設計に取り組んでいくためには、そ
の授業設計の「要」となる「学習指導案」の形式を統一し、活用していく
ことが重要となる。ここでは、筆者が所属する山梨学院大学（以下、本学
と略記）の教育実習生に指導している現行の学習指導案をたたき台としな
がら、天笠が指摘している授業をとらえるつの視点を踏まえた、学習指
導案の形式について検討していくことにする。
（）本学で指導している学習指導案例
本学の教育実習生に指導している学習指導案として、下記に示す表
(24)の形式のものを一例として指導している。
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（ ）科学習指導案
指導教諭
実習生
日時
学級
 単元名（主題、題材名）
 単元目標
 指導計画
 本時の学習指導
① ねらい
② 指導展開
導入−展開−まとめ
③ 評価
表、本学で指導している学習指導案
表の各項目について述べる。なお、「指導教諭」「実習生」「日時」「学
級」は割愛する。「 単元名（主題、題材名）」には、教科書の単元名を
記載する。「 単元目標」には、単元の具体目標を項目別に箇条書きで
示す。「 指導計画」には、目標を達成させるために、単元をどのよう
に区分し、どのような内容で、どれだけ時間をかけて指導するかについて
の大要を示す。また、本時の位置も明示する。「 本時の学習指導」は、
本時の授業実習案にあたる。「① ねらい」は、「本時の目標」であり、単
元目標を具体的に展開したものとなる。「② 指導展開」は、横軸には、
「学習内容」「指導内容」「観点別評価」「指導上の留意点」を、縦軸には、
「導入」「展開」「まとめ」を記載し、図式化する。「③ 評価」の観点は、
本時の目標と同じとする(25)。
これらの項目は、各学校によって表記方法に若干の違いがあるものの、
内容においてはどれも共通性がある。この他、「板書計画」や「座席表」
を挿入する学校もある。
では、この本学の学習指導案を天笠が指摘した授業をとらえるつの視
点から検討した場合、他に何が必要となるであろうか。具体的には、次の
点が指摘できる。すなわち、天笠が第の「単元で授業をとらえる視
点」および第の「教育課程（カリキュラム）で授業をとらえる視点」で
指摘している、①他教科・領域等の関係や教科横断的な視点と②本時の授
業が教育課程全体（学校教育目標）の中でどう位置付くかという視点の
つの視点が必要となる。次に、このつの視点について検討し、その解決
策を提案する。
（）提案する学習指導案
ここでは、先述したつの視点について検討し、さらに、このつの視
点に関わる筆者の提案事項について述べる。
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まず、①他教科・領域等の関係や教科横断的な視点について検討する。
この視点を検討する上で、かつて筆者が所属した長野県上田市立川辺小学
校（以下、川辺小学校と略記）の2008年度全校研究で使用された学習指導
案が参考となる。
その項目の中に、「本時に関わる前単元で『ついている力』と本時で
『つける力』」というものがある。この項目を設定した目的は、前単元と
のつながりにおいて、本時の「つける力」を明確化するためである。具体
的には、本時の「つける力」にかかわる評価の観点の前単元で「ついてい
る力」を分析し、その上で、本時の「つける力」を決め出すのである（表
(26)参照）。表の中の例文は、当時筆者が、実際に
年算数「分数のた
し算とひき算」の学習指導案で作成したものである。
例）本単元「分数のたし算とひき算」【思
考・判断】
・異分母分数の足し算での通分すること
の意味を言葉や数、図、式などを用い
ながら、工夫して説明する力
本時で「つける力」
例）前単元「平均とその利用」【思考・判
断】
・平均の意味を言葉や数、図、式などを
用いながら、工夫して説明する力
本時に関わる前単元で「ついている力」
表、本時に関わる前単元で「ついている力」と本時で「つける力」
（川辺小学校、2008）
この授業実践を通した筆者の振り返りとして、この項目を学習指導案に
明記したことにより、前単元の学習とのつながりを意識しながら、本時の
授業設計を行えたことが、この項目を挿入した成果として指摘することが
できる。
さらに、本時の「つける力」を前単元のみに留まらず、前単元を含めた
既習単元および他教科・領域科等とのつながりからも検討し、また、本時
の「つける力」が他教科・領域のどの学習内容で活用できるのかを明確化
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する必要がある。そのためには、項目名を「本時と既習単元および他教
科・領域との関連」と変更し、下記の表に示す内容に修正したい。こう
することにより、①他教科・領域等の関係や教科横断的な視点を意識した
時間の授業設計が可能となる。
表、本時と既習単元および他教科・領域との関連
本時に関わる既習単元および他教科・領域で「ついている力｣ 本時で「つける力｣
本時に関連する他教科・領域の学習内容
次に、②本時の授業が教育課程全体（学校教育目標）の中でどう位置付
くかという視点について検討する。古野守和によれば、学校教育目標の具
現化とは、本校の生徒を学校教育目標に掲げる目指す生徒像に近づけるこ
とであるとし、さらに、目指す生徒像を明らかにした学校教育目標は、学
校の教育活動で何を重点的に行うのかを明確化する上で重要な役割を果た
すとしている(27)。
また、赤沢早人は、中学校の社会科に焦点を当て、社会科カリキュラム
を通した生徒の成長のマネジメントを行っていく場合に重要なのは、社会
科カリキュラムに関わる目標（学習指導要領の中学校社会科の目標、各種
の指導書や指導資料等の単元ごとの目標、学習指導案の本時の目標など）
が示されているかどうかではなく、カリキュラムの設計主体である一人ひ
とりの社会科教師が、カリキュラムの方針やコンセプトとして、それらの
目標をわがものとし、具体的な生徒の成長の姿や様子として落とし込めて
いるかどうかであると指摘している(28)。
さらに、赤沢は、社会科固有の目標・内容・方法に沿って社会科教師が
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期待する生徒の成長の姿と、中学校カリキュラム全体の視点から期待する
成長の姿を掛けあわせたものが、カリキュラム・マネジメントの視点から
とらえた「中学校社会科カリキュラムの目指す生徒像」と言えるだろうと
主張している(29)。この赤沢の論考は、中学校の社会科だけでなく、他校
種の他教科・領域においても通ずるものである。
以上の古野と赤沢の論考を踏まえながら、時間の授業と学校教育目標
とのつながりを意識した授業設計にするためには、「学校教育目標の目指
す子ども像」と「各教科・領域の目指す子ども像」の他、さらに、時間
の授業における「本時の目指す子ども像」を加えたつの「目指す子ども
像」を設定し、それらの関連を明確化しながら、それぞれを具体化するこ
とが必要となる。この中の「本時の目指す子ども像」が、言いかえれば
「本時で『つける力』」が身についたときの「具体的な子ども像」となる、
「本時の目指すその子の姿」である。この三者の関連を明確化し、それぞ
れを具体化することにより、学校教育全体における時間の授業の意義が
より明確になる。
具体的には、学習指導案に添付する座席表の児童生徒欄に、「学校教育
目標の目指す子ども像」「各教科・領域の目指す子ども像」「本時の目指す
子ども像」の関連を明確化しながら、それぞれを具体化した上で、次の
つの項目を挿入することを提案したい。すなわち、①「児童の実態」、②
「具体的支援」、③「本時の目指すその子の姿」のつである。①「児童
の実態」には、当該教科だけでなく、他教科・領域の中から、本時の「つ
ける力」の観点に関わるその児童生徒の具体的な実態を記す。②「具体的
支援」には、①の実態を踏まえながら、その子に本時で「つける力」を身
につけさせるための具体的支援を記す。③「本時の目指すその子の姿」に
は、本時で「つける力」が身についたときのその子の具体的な姿を記す。
このつの項目を挿入することにより、座席表は、一人ひとりの児童生徒
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が授業を通して、「各教科・領域の目指す子ども像」、さらには、「学校教
育目標の目指す子ども像」に迫るものであったか否かを評価する基準とな
る。
以上の点が、カリキュラム・マネジメントに基づいた授業設計を具体
化するための「要」となる学習指導案に関する筆者の提案事項である。も
ちろん、これらの提案事項は、「授業設計レベルの視点」を中心に述べた
ものであるが、「学校全体レベルの視点」「年間指導計画・単元計画レベル
の視点」「授業研究会（研修会）レベルの視点」のつの視点があってこ
そ、成り立つものであることを忘れてはならない。また、この提案した学
習指導案の作成については、研究授業だけでなく、各教科・領域において
一単元に回は作成することを提案したい。このことにより、日常的に他
教科・領域等の関係や教科横断的な視点を意識しながら、授業設計に取り
組む姿勢を養うことが可能となる。
おわりに
以上、本研究では、全ての教職員がカリキュラム・マネジメントを意識
しながら、日々の授業実践に取り組むための授業設計の在り方について追
究した。天笠が指摘した、①「本時を中心に授業をとらえる視点」、②
「単元で授業をとらえる視点」、③「教育課程（カリキュラム）で授業を
とらえる視点」のつの授業をとらえる視点をベースにしながら、カリキ
ュラム・マネジメントに基づいた具体的な授業設計の在り方について、授
業設計の「要」となる学習指導案の形式を中心に考察した。
本研究の成果は、具体的な学習指導案に挿入する項目と添付する座席表
の項目を提案できたことである。具体的な学習指導案に挿入する項目は、
「本時と既習単元および他教科・領域との関連」である。この項目を挿入
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することにより、他教科・領域等の関係や教科横断的な視点を意識した
時間の授業設計をすることが期待できる。
また、添付する座席表には、「学校教育目標の目指す子ども像」「各教
科・領域の目指す子ども像」「本時の目指す子ども像」のつの「目指す
子ども像」を設定し、それらの関連を明確化しながら、それぞれを具体化
した上で、①「児童の実態」、②「具体的支援」、③「本時の目指すその子
の姿」のつの項目を挿入することとした。このつの項目を挿入するこ
とにより、座席表は、一人ひとりの児童生徒が授業を通して、「各教科・
領域の目指す子ども像」、さらには、「学校教育目標の目指す子ども像」に
迫るものであったか否かを評価する基準となり、「学校教育目標の目指す
子ども像」「各教科・領域の目指す子ども像」「本時の目指す子ども像」の
三者の関連がはかれ、学校教育全体における時間の授業の意義を明確化
することが期待できる。
今後の課題は、提案した学習指導案に対して、授業実践を通して、新し
い学習指導要領に対応したものにするための検討を積み重ねていくことで
ある。具体的には、提案した学習指導案の項目の有用性や、新しい評価の
観点(30)に対応した時間の授業の評価方法についての検討が必要となる。
今後の課題として追究したい。
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